
最近、サイズの合っていない靴を履いている園児、もう１年近く同じ靴を履いている園児など多く見かけます。 

２歳までに足に過剰な圧力をかけてしまえば、将来にわたって苦しむ可能性があり、２～６歳までの靴がサイズ

に合っていない、子どもが正しく靴を履けなければ、骨形成状影響を与えてしまうこともあります。 

靴の履き方を正しく教えて、靴のサイズと足のサイズをきちんとあわせることは親にしか出来ない重要な子育て

です。 

正しいサイズの計測の仕方が分からなければ、計測して靴を選んでくれるお店や、インターネットで計測表を印

刷して測定する、フットメジャーというのもあります。デザイン重視ではなく子どもの足にフィットした靴、子

どもが一人で履ける靴を選んで下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サイズの合わない靴やデザ

イン優先の靴、また、はきぐせ

のついたお下がりの靴は、転

倒やけがの原因になるだけで

なく、子どもの足の骨や体全

体の成長を妨げます。子ども

の成長は早いので、目安2.3ヶ

月毎にサイズを測り、足にし

っかりフィットする靴を選び

ましょう。 

 3・4・5歳は運動量が飛躍的に増える時期。

正しい歩き方を身につけながら、7歳くらい

までの間に走る、跳ぶなど、基本的な動作は

ほとんどできるようになります。 足の骨も

急速に発達し、土踏まずのアーチも３歳ごろ

からつくられ始めます。 

 合わない靴は、足の発達だけでなく、姿勢

や運動能力にも影響します。最低でも４～6

ヶ月毎にサイズをチェックし、正しい靴選び

をしてください。 


